
別紙 令和 年度 学校関係者評価書 作成日 月 日 国分寺市立第三中学校 校長名 岡本 祐治

教育目標 ○ 自 学び く考え    ○ 進 協力し 他人 思いや     ○ 心身 たく しく 最後 や く

目指す学校像 ○生徒 主体的 学び活動す 学校 ○教職員 協働し 教育活動 創造し いく学校 ○保護者や地域社会 信頼さ 学校

目指す児童・生徒像 ○自 学び く考え 生徒 ○進 協力し他人 思いや 生徒 ○心身 たく しく最後 や く生徒

目指す教師像 ○教育 対す 熱意 使命感 富 教師 ○一人一人の良さや可能性 引 出せ 教師 ○研修意欲 富 互い 高 合う教師

努力指標 努力指標 成果指標 成果指標

中間 最終 中間 最終

徳 授業 生徒 ぼ 影響 大 い 思 い 指導方法

夫等 い い 取 組 い 感

徳 授業 相手 気持 を思いや 人間性を育 い 未然防止 役

立 思わ

実施時間 関係 考え 意欲 低く い 学年 あ 今後 対応

必要

生徒一人一人 を

見 認 励 伸

ば 指導 中い

防止基本方針 基

い い 防止 対応

を図

４

100%

2
82.8%

学校居心地感 低い生徒 対 個 面談等を活用

相談活動を充実 いく 今 同様

い現状 中 ノ チャイ 生活 中 新

伝統を く 級生 素晴 を自覚

学校 愛着を 学校 居心地感 い

く 教員 持 味を活 居心地感を高 取

組 を

教室内 掲示物 夫を 良い学び 場 う

い 居心地を い環境を く

臨時休校 散 校中 様々 を考え 社会 向 合

う時間を 生徒 多く 中 社会的能力を高

自覚 い 生徒 多い 今後 生活 い

を踏 え 生徒 社会的能力 向 を図 い

く 教員 持 味を活 取 組 を

いく

4
84.0%

生徒 コ 禍 社会全体 困難 状況 あ を理解 い 生徒 自 社

会 一員 あ を自覚 社会的能力 向

い

社会的能力を高 教員一人一人 持 味を生 指導を行 い い

う 大変 い 思う

臨時休校 散 校 指導 行 届 い状況 あ わ 社会的能力

％ 高 生徒 い 大変好 い

臨時休校 散 校 通常 異 授業 表形式 課題 少 く 自己表現力

や思いや い 思う 今後 期待 い

具体的方策

教育活動 様々 場

面 教員

持 味を活 生

徒 社会的能力を高

指導を行う

い 防止 対 保護者 意見 否定的 意見 あ 気 保護者 学

校 取組を知 い 立場 異 感 方 異 いう 要因 析を

い ば い

今後生徒同士 わ 合い 増え く 件数 増え く 予想

未然防止 取組を充実 を期待 い

い 子 抱え い 背景を考え いく必要 あ

特 教科 徳

指導方法を 夫

考え 徳 議論

徳 を推進

評価 生徒 良 を

認 意欲 評

価を行う

2
75.0%

4
83.8%

昨年度 引 徳 評価 関 校内研修を行い

生徒 良 を評価 意欲的 生徒 取 組 授業を目指

いく 学年全体 行う 学年 徳や

ン 授業 指導法 夫 図 いく １学期

臨時休校 散 校 授業 欠時 い 水曜

日 ６校時 実施 土曜授業 実施 授業時数確保を

行 いく

3
87.5%

4
100%

今後 生徒 良 を見 生徒 自己肯定感を高 指

導を行い い 防止 努 いく １学期 ク

取 組 活動 少 く 今後 今 う 活動

い 予想 を補う活動 考え

いく 現在 新型コ ウイ 感染症 関わ 中

傷やい 起 い う生徒へ 指導を行 いく

3
87.5%

領

域

今後の課題 学校関係者評価記入欄中期目標 短期目標

4
85.6%

4
85.4%

授業 楽 くわ や い いう項目 対 １年生 生徒 割 思う 答

え い 割以 生徒 肯定的 回答を い 安心

授業日数 少 く や ば い を 追わ い

危惧 い

授業時数 減 ば 満足 いく授業をう 困難 い いう

生徒 意欲 あ 限 あ 取 返 埋 合わ 可能 思う

学校 居心地感 良 悪 基本的 長い時間を過 学級 環境 大

く 右 学級経営 在 方を見直 学校 い 心豊 楽 い いう心情を

大 い

肯定的回答を い 生徒 多い 素晴 い 思う う思わ い 答え 生

徒 寄 添う必要 あ

生徒 ”社会” あ 学校 生活 社会 出 生活 いく

重要 あ 学校 人間関係を築 居場所を見 大

学校行 中止 大人 考え 以 生徒 人生 影響を え い

年生 限 い 楽 い学校生活 送 う 例年 企画を考え 必

要 あ い

学校 居心地感 い 授業 理解度 先生や友 人間関係 部活動

人間関係 重要 あ 学校 居心地感を高 学校

く 家庭や地域 本人 安定 生活や心を支え 必要 あ

豊

心

社

会

性

豊 人間関係を

育 命

大 人 心

痛 生徒

を育成

主体的 教育活動を

通 自己肯定感を高

い や 校を

防止

徳 時間を 自

答え を見出 時間

充実を図

社会的能力 自己表

現力 自己コン

力 状況 断力

問題解決力 親和的

能力 思いや を高

学習状況 極化 言わ い 習熟度 応 補習を増や 個 対応

望

生徒アンケ を見 先生 私 コ ケ ンを大 い いう

項目 肯定的評価を い 生徒 非常 多い 教員 生徒一人一人 を見

う 努力 い う わ

授業 バ イン化 い 今後 推進

いく必要 あ １学期 理由を示 自

考えを表現 授業 表活動 十

い部 あ 可能 授業 形を検討 行

いく

ＩＣＴ機器 活用を図 授業を更 いく必

要 あ

確

学

力

基礎力 思考力

実践力をバ ン

く育 生徒一人一

人 確 学力を

育成

基礎的 知識や技能を

習得 を活用

課題を解決

必要 思考力

断力 表現力等を育

学び 向 う

力を高

生徒 心 居場所 生

徒同士 く

場所 あ 環境 く を

生徒 学校居心地

感を高

学

校

居

心

地

感

生徒 実態を把握 困

難 応 様々

夫や手立 を講

教科 学習 行 部

活等様々 場面 生

徒 学校居心地感を

高 ア チを行

う

教員 生徒 評価 差 あ 今 取組を今後

生徒 基礎 基本的 知識や技能 向 を図 い

く び ケッ や イン e イ 活用を図

生徒 個 応 学習を行え う支援

いく いく

授業 バ

イン化を図

授業を

考え 授業 理由

を示 自 考

えを表現 授業

学習活動を 夫

朝読書 質問教室 補

充教室 教室

等を実施 励 や肯

定的 声 等 個

応 指導を充実

4
100%

3
83.3%


